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　９月に入り、３週間が過ぎました。日
中は依然として暑い日が続き、熱中症へ
の注意が欠かせない毎日です。しかし、
日が暮れると領内の森には、虫たちが奏
でる音色が響き渡り、心に落ち着きと癒
しを与えてくれます。季節は夏から秋へ
と静かに移ろい、自然の声を通じてその
変化を感じ取ることができます。 
  秋は「実りの秋」と言われますが、子
どもたちには、様々な活動を通して、学
習面、生活面での成長を実感させたり、

 気付かせたりしていきたいと思います。
　さて、始業式では、以下のことを子ど

 もたちに伝えました。
  ２学期は１学期のことを振り返り、 

①自分の得意なことをさらに伸ばす
　こと 
②自分の苦手なことは逃げないで粘
　り強く取り組むこと

を伝えました。「たとえ結果が思うよう
にならなくても、粘り強く取り組むこと
で、きっと自分自身の成長を感じます。
また、みんなが元気に過ごせるよう、学
習できるよう、支えている家族や仲間、
学校の先生たち、地域の人たちがあなた
の姿勢を見て喜び、応援してくれます。
そんな温かい応援に感謝し、学校生活を
過ごしてほしい」と伝えました。 
　学びの季節が子どもたち一人一人にと
って成長の時間となり、実り多い日々を
過ごせることを心より願っています。保
護者や地域の皆様とも引き続き連携を深
めながら、心豊かな学びをともに紡いで

 いけることを願っています。

　７月１９日（土）
に、おやじの会企
画の「プール開放
・かき氷」が開催

 されました。
　当日は、１７０
名を超える参加者
数 で 大 盛 況 で し
た。子どもたちは、
大きな浮き輪を使
って遊んだり、か
き氷を食べたりし
て、まるでレジャ
ープールの世界に
いる感覚だったと

 思います。
　子どもたちにインタビューをしてみる
と「とっても楽しい！！」「かき氷をお
かわりしたよ！！」とイベントを楽しむ

 　  大切にしたいこと 

　 おやじの会のイベント  

声が多数返ってき
 ました。

　汗だくになって
運営してくださっ
たおやじの会の皆
様、今年もありが
とうございました。 

　７月３０日（水）・３１日（木）に野
外教育活動を実施しました。豊田市にあ
る旭高原自然の家に泊まり、野外炊飯や

 キャンプファイヤー、ウォークーラリー
などの活動を行いました。初日のカレー
作りは、ご家庭での練習の成果でしょう
か、手際よく野菜や肉を切っていました。

炊飯は、初めて飯ごうを使う子どもが多
く、水の量を何度も確認するなど慎重で
した。かまどでは、煙や熱に悪戦苦闘し
ながらも火を起こし、みんなで上手に調

 理していました。

　キャンプファイヤーは、祖父江小学校
の子どもたちと合同で行いました。スタ
ンツを見せ合い、大きな炎の明かりの下

 で交流を楽しみました。
  最初は「次は何をすればよいのか」と
大人に依存していた子どもたちでした
が、様々な活動をする中で、しおりをよ
く見て自ら行動したり声を掛け合ったり
するようになりました。活動の目的であ
る互いに協力し合う態度と豊かでたくま
しい人間性を育む価値のある行事だと改

 めて実感しました。

　８月２４日（日）の PTA 環境奉仕作
業では、大変お世話になりました。早朝
８時からの作業でしたが、保護者の皆様
方のご協力で、短い時間で効率よく終え
ることができました。子どもたちも参加
し、花壇や学校周りの草取りに活躍して
くれました。お陰様で、気持ちのよい環
境で２学期を迎えることができました。

 本当にありがとうございました。
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